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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、帝国的相貌を有する中国の王朝国家の分裂期における構造的特質を、中国史上有数の分裂時代で
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ある五代十国を素材に分析したもので、それを分裂した諸地域権力間の諸関係の分析から説得的に説明するこ
とに成功している。 
 本論文は、序論、結論と全六章からなる。 
 序論「五代十国政治史研究の成果と課題」は、本論文の前提となる五代十国政治史研究の総括であるが、単
に五代十国時代史研究のみでなく、中国史研究全体における、本論文の主要課題である天下や国家の概念に関
する諸研究について詳細に要約と批判を行い、本論文の位置づけを明確にしている。鮮明な問題意識のもとで
整理されたこの研究史は、やや社会経済的研究を捨象しすぎた嫌いはあるが、一方で本論文の方向性を説得的
に主張することに成功していると評価できる。 
第一章「五代「中国」考」は、五代の分裂における中心的部分である中原王朝の空間的画定に関する考察で
ある。当時「中国」とよばれた中国の中心地域である中原には、五王朝が興亡したが、その東西南北には、東
西南北を冠した「平王」、たとえば「東平王」「南平王」なる封王が設置されていることが明らかにされる。そ
れは通常考えられる東平・南平のごとき地名に基づく封王ではなく、その外部に中原王朝と対峙する分裂諸国
や非中国世界が存在しており、したがってそれは「中国」を空間的に画定するためにその東西南北四辺に設定
された封王に他ならないと主張する。従来の研究においてこのような「平王」の発想は皆無であり、また各「平
王」の個別の事情の詳細な分析からして、この主張は十分に説得的であり、論者の創見として、高く評価でき
る。 
 第二章「五代の道制」は、前章で明確に画定された「中国」の内部構造を、後唐朝の行政区画である道を素
材に分析したものである。まずはじめに、五代全体における約四十の道が、その下に防禦・団練・刺史という
三段階に格付けされる州を二ないし四含んで構成されることが明確にされ、ついで行政系統からすればその中
心は節度州で、節度州が中央政府からの命令を受け、そのほかの三種の州は節度州を媒介にして中央政府と連
絡していること、財政面からみると、節度州は節度使の拠点として、独自に財源を確保しつつ財政運営を行っ
ていることが実証される。このような五代における道の実態は本論文ではじめて解明されたもので、本論文の
中心的な成果の一つであると評価できる。 
 第三章「呉越国王と「真王」概念」は、中原王朝の外延、すなわち「平王」のそとに存在する分裂諸国のう
ちもっとも有力であった呉越王国の性格について論じたものである。そこでは呉越国王のみがあたえられた「真
王」なる称号に注目し、詳細にその称号授与の冊命文を分析して、その称号は中原王朝の外延に存在する諸王
国間の秩序を維持する権威を有するものを示すのであると理解し、五代の分裂期には、じつは分裂を前提とし
つつ、分裂諸国家間に独自の秩序が存在したと主張する。本論も、その発想と「真王」への注目が論者の独創
であり、学界への刺激がすくなくないであろう。 
 第四章「五代における「中国」と諸国との関係」は、呉越以外の分裂諸国と中原王朝との関係を論じた。分
裂諸国には中原王朝から封爵される国と、封爵されず中原王朝と対等の敵国があること、敵国にも国主が皇帝
を名乗るものと国主と称するものがあることを実証する。そしてそのそれぞれは、その立場によって独自に贈
与関係を中原王朝と結んでいるが、敵国においては皇帝・国主間の私的な贈与行為である進奉がおこなわれる
こと、一方の封爵国では進奉のみならず、貢献という贈与行為がなされていること、その貢献は政治的従属関
係を示すものであり、かくて分裂諸国はこうしたさまざまな関係のなかで秩序を維持しているとする。このよ
うな分裂諸国間の関係性から分裂の意味を考える発想は、従来の五代史研究にはまったくみられないものであ
り、重要な成果ということができる。 
 第五章「未完の海上国家」は、論者が天下のそとと認識する海域での、呉越の外交と海上貿易の実態を描い
たものである。そこでは、呉越と契丹・後百済・高麗・渤海・日本などとの外交関係と、交易の具体的内容を
詳細に調査し、さらに調査の範囲を南海にも拡大して、呉越の海上貿易の具体像を解明したうえで、結論とし
て呉越が東シナ海交易圏と南シナ海交易圏の結節点として存在し、一種の海上国家を志向していたと主張する。
 －364－
 －365－
本論は、構想が雄大で、視野も広く、かつ実証例が中国側史料にとどまらず、朝鮮・日本からも豊富に渉猟さ
れており、五代史研究のみならず、東アジア史全体に影響のおよぶ成果であると評価できる。 
 第六章「港湾都市、杭州」は、呉越の首都杭州の総合的研究である。そこでは文献と現地調査に基づき、城
壁、防波堤、水門、港湾設備などを詳細に分析する。とくに杭州が呉越の首都となって以後になされた都市規
模の拡張の実態が明確化され、その結果、杭州は本来は大運河と連結する運河都市であったが、海上交易の拠
点たりうる港湾都市に変貌したと主張し、前章で論じられた呉越海上国家論をさらに具体化する。杭州の研究
はこれまでにもすくなからぬ蓄積があるが、本章のように海上貿易港湾としての視点からその施設などに言及
したものは多くなく、本論が提示した復原図ともども、今後参考とさるべき成果と認めることができる。 
 以上のように、本論文は分裂時代の五代十国が、その内実において、分裂諸国間でさまざまな関係をとり結
び、政治的統一を志向し、また理念上はそれを実現せしめていたことについて明確な説明を行い、中国史上の
分裂期に対する歴史認識にあらたな視点を提供することに成功したと高く評価することができる。 
 ただ、副題にいうところの天下のそとに関する論述が呉越のみであること、また第五、六章の位置づけに対
する説明にやや不足の点があることが惜しまれるが、それらは本論文の五代史研究に対してなすであろう研究
上の重要な貢献に関する評価を損なうものではけっしてない。 
 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
